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桐生らによれば，品種によっても葉身附傷後接種までの

発病可能な時間は異り，－|･石,旭1号など弱い品砿ほど，

強い品種よりも遅くまで病斑を形成させられるという二
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とである。一方，山元は，浸汝接種法によって萎凋症発

生の品種間差を調査し，葉枯型の発病に示す抵抗性と必

ずしも一致しない品種があることを報告しており，この

ことが，根の切断部からの感染可能な時旧lの品種間差‘二

よるものかどうかをみるために，萎凋症の比較的多く発

生するホウネンワセ，腱林17号，越栄，マンリョウと，

発生の少ない越路早生，しなのひかり，千秋楽，若葉を

供試して比較したが，第3表にみるとおり品種間に明ら

かな差をみることは出来なかった。接種してからの経過

をみると，第2表および第3表のとおり，発病率が般商

に達するのは3～4週間後のようであり，切断から接彼

までの時間の短い方が発病も早いようである。また，葉

の傷に対する接種と，根の切断部に対する接種とを比較

すると，礫耕と土耕という条件の違いはあるがその他の

環境の同じ条件の下では，第3表および第4表にみるよ

うに，根の方が感染可能な時間が短いという結果が得ら

れた。

以上のように，根の切断部は，本病原細菌の感染;こつ

いては短い時間しか有効でないということから，このよ

うな部位での菌接種を行なう場合などは，その点を充分

に注意することが必要である。

鋪18句

Ⅳ 摘要

稲苗の根の切断後白葉枯病原細菌接種までの経過時I1M

と発病との関係について険肘したところ，葉身の刺針附

傷部よりも感染可能時間は短く，恨の切断細土，切断2

～4時間程度しか本病原細菌の右効な段入門戸となり得

ないという結果が得られた。
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稲葉の白葉枯病菌検出と発病との関係＊

伊阪実人。堀内謙一（編井県農業試験場）

最近は自然界のフアージ量を測定し，間接的にイネ白

葉枯病の発生を予察をしようとする試みが盛んであり，

かなりの成果をあげつつある。筆者はもう1つの方法と
ユ,2）

して噴出菌泥の検鏡によって，自然界の本病原細菌を検

出し，予察への利用を検討しているが，今回は稲葉上の

菌検出と発病との関係について調査した結果を報告した
い。

本調査に際しては，当場病虫課長奈須田和彦技師に多

*福井県農業賦験場病虫課業叙No.21(病）

くの援助と指導を得た。ここに感謝の意を表する。

I調査方法

本試験は福井農試本場に設けた予察田において実施し

た。

苗しろ播種期は4月10日で，5月15日に本田移植を行

なった。供試品種の中，ホウネンワセ，マンリョウは標

肥区と多肥区を設けた。さらに抵抗性品種として，ハガ

レシラズ，全勝26号，黄玉を，感受性品種としては十

の
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